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本書で使用されるフォント（字体）および記号本書で使用されるフォント（字体）および記号本書で使用されるフォント（字体）および記号本書で使用されるフォント（字体）および記号

Labels （ラベル） ディスペンスシステムのボタン、ラベル、スイッチ、
または接続はフォントArialで表示してあります。

Buttons （ボタン）  Windows用Fluidmove (FMW)のボタンとダイアログボックス
はフォントSwiss924 BTで表示してあります。

Menu SelectionsMenu SelectionsMenu SelectionsMenu Selections    （メニューオプション） FMW内のすべてのメニューオプションは
フォントFtura Ftura Ftura Ftura MdCn MdCn MdCn MdCn BTBTBTBTで表示してあります。

Commands （コマンド）  DOS用Fluidmove (FMDOS)ウィンドウ、メ ニュー
オプション、およびコマンドはフォントIBMPCDOSで表示し
てあります。

用語集掲載用語 用語集掲載用語が初めて出て来る場合は、下線を施して
あります。 その用語の定義は「用語集」に載っています。

FILENAME.FM2 ファイル名はフォントフォントフォントフォントCourier Newで表示してあります。

<入力するテキスト> 入力するコマンド、名前、および値はフォントCourier
Newで表示してあります。

レベル1安全上の警告。この記号の後の情報は、ユーザーの身ユーザーの身ユーザーの身ユーザーの身
体に何らかの危害を生じうる体に何らかの危害を生じうる体に何らかの危害を生じうる体に何らかの危害を生じうる動作について警告します。

 Warning(警告)!!!!レベル2安全上の警告。この記号はハイライトされたテキストブ
ロックに表示してあります。このテキストブロック内の情報は、ユユユユ
ーザーの身体に重大な危害を生じうるーザーの身体に重大な危害を生じうるーザーの身体に重大な危害を生じうるーザーの身体に重大な危害を生じうる動作について警告します。

レベル1機械とソフトウェア上の注意。この記号の後の情報 は、機機機機
械またはソフトウェアに何らかの損傷を生じうる械またはソフトウェアに何らかの損傷を生じうる械またはソフトウェアに何らかの損傷を生じうる械またはソフトウェアに何らかの損傷を生じうる動作について注
意します。

Caution (注意)! レベル2安全上の注意。この記号はハイライトされたテキストブロ
ックに表示してあります。このテキストブロック内の情報は、機械機械機械機械
またはソフトウェアに重大な損傷を生じうるまたはソフトウェアに重大な損傷を生じうるまたはソフトウェアに重大な損傷を生じうるまたはソフトウェアに重大な損傷を生じうる動作について警告し
ます。

�注記注記注記注記 この記号は、テキストに続く内容に関係する有用な情報や、

次に進む前に知っておくべき情報の横に表示してあります。

  ヒントヒントヒントヒント この記号は時間の節約となる、または技術的なヒントの横に
表示してあります。

   ヘルプヘルプヘルプヘルプ この記号はエラー修復に関する説明の横に表示してありま
す。
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1  はじめにはじめにはじめにはじめに

Windows NT�用Fluidmove�(FmNT)をお買い上げいただきありがとうございます。

FmNTは、お買い上げのディスペンスシステムにインストール、構成されて出荷さ
れています。FmNTをインストールし直す必要がある場合は、本説明書の「インス
トール」の項をご覧ください。

  概要概要概要概要

本説明書は、システムオペレータ、コンピュータプログラマ、およびプロセスエン
ジニア用に作成された解説書です。全機能を詳細に説明し、Fluidmoveソフトウェ
アの使用方法を完全に網羅しています。

本説明書の練習は特定のプログラム方法が学習できるように編集されています。初
級レッスンでは複雑なパターン構築に使用する基本要素を学習します。上級レッス
ンではワークピース全体のプログラム方法と工程コマンドの追加方法を学習します
。レッスンの推定所用時間はレッスン毎に示してあります。この練習はFmNTのオ
ンラインヘルプに記述してあります。

本説明書にはディスペンス練習に使用するFluidmove練習用基板が含まれていま。

�注記注記注記注記 本説明書はWindows NT用
Fluidmoveリリース4.0以上と併用することを意図しています。
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FmNTインストールのためにディスペンスシステムを設定するインストールのためにディスペンスシステムを設定するインストールのためにディスペンスシステムを設定するインストールのためにディスペンスシステムを設定する

インストール手順を開始する前に、下記の項目に従ってディスペンスシステムが稼動状
態であることを確認してください。

�注記注記注記注記 システムコンポーネントまたはオプションの位置については、デ

ィスペンスシステムの取扱説明書をご覧ください。

1. 下記の表示を見てディスペンスシステムがONになっていることを確認します。

� ビーコンがある場合は、それがONになっており、しかも黄色か緑色でなけ
ればなりません。ビーコンが赤色の場合は、ディスペンスシステムのドア
、フード、または窓を閉じるか、[Dispenser (ディスペンサ)]パネ ルか
[Conveyor Control (コンベヤ制御)]パネルの一つに[Reset (リセットリセットリセットリセット)]が
ある場合はそれ を押します。

� ビーコンがありそれがONになっていない、または[Main Power (主電源)]ス
イッチを入れた後やオプションの[Start (起動起動起動起動)]ボタンを押した後に何の変化
もなかった場合は、[Main Circuit Breaker (主回路遮断器)]がONにな
っていて、さらにシステムを電気コンセントに差し込んであることを確認
します。システムをコンセントに差し込んでいない場合は、サービス技術
者にシステムの差し込みについて相談してください。

� ビーコンがない場合は、[Main Power]スイッチがONになっていること
を確認します。インターロックキーがある場合は、それがON
(❙)であることを確認します。

2. ディスペンスシステムのドア、フード、または窓を閉じるか、ライトカーテン
領域を一掃します。

3. [Main Air (主エアー)]が 最低70 psiに設定されていることを確認します。

� 各コンポーネントの位置および空圧調整方法については、システムの取扱
説明書をご覧ください。
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 インストール手順インストール手順インストール手順インストール手順

標準的なインストール手順の大半は自動的に実行されます。画面の指示に従って、ディ
スクを挿入し、ファイルの場所など、既定設定値でインストールしてください。インス
トール中、一部のファイルについて自動的にバックアップが作成されます。

FmNTは典型的なWindowsソフトウェアパッケージですので、FmNTのインストールは
標準的なWindowsのインストール手順に従います。

注意! このインストール手順は、アプリケーションエンジニア、情報システ
ムマネージャ、またはコンピュータプログラマが行う必要があります。

注意! 絶対にFmNTをWindows 95にインストールしないでください。

FmNTのインストールのインストールのインストールのインストール:

1. Windowsのアプリケーションプログラムが起動している場合は、それを閉じま
す。

2. FmNT CD-ROMをディスペンスシステムコンピュータのCDドライブ
に挿入します。

3. コンピュータ画面左下の[スタート]をクリックします。

4. [スタート]メニューから[ファイル名を指定して実行]を選択します。

5. [ファイル名を指定して実行]ダイアログボックスで[参照]をクリックします。

6. ディレクトリからCDドライブを探し、それをダブルクリックします。

7. Setup.exe ファイルを探し、それをダブルクリックします。

8. [ファイル名を指定して実行]ダイアログボックスの[OK]をクリックします。

9. 画面上の指示に従います。

� 不明な点がある場合はノードソン
アシムテック(株)の技術サポートにご連絡ください。
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3  Fluidmoveについてについてについてについて

  概要概要概要概要

本章では、FmNTのユニークなWindows�グラフィックユーザーインターフェース(
GUI)についてご紹介します。すべてのアイコン、ツールバー、およびメッセージ領
域と共に、ウィンドウ毎に詳細に説明して行きます。本章をお読みいただいた後で
、プログラムの練習を開始してください。

推定所要時間推定所要時間推定所要時間推定所要時間: 20 分

  システムの設定と操作システムの設定と操作システムの設定と操作システムの設定と操作

FmNTの使用には、ディスペンスシステムが周知の稼動状態であることを確認する
必要があります。ご使用になっている特定のシステム特有の起動および設定情報に
ついてはそのディスペンスシステムの取扱説明書をご覧ください。

  特長特長特長特長

FmNTは、特定の機械および液体制御を必要とする複雑なディスペンス作業のプロ
グラムおよび試験を単純化するように設計してあります。さらに、FmNTは、プロ
セスエンジニアから生産オペレータにわたる多様なユーザーが使用できます。メニ
ューの使用はパスワードで制限されていますが、作業を効率的に完了するために必
要となる柔軟性も兼ね備えています。

FmNTがディスペンスシステム用ソフトウェアの柔軟で使い易い基準となるいくつ
かの特長を下記に簡単に説明します。

  先進ビジョンシステムに対応先進ビジョンシステムに対応先進ビジョンシステムに対応先進ビジョンシステムに対応

FmNTを使用するノードソン
アシムテック(株)のディスペンスシステムは、Windows用Asymtek Vision
(AVW)と呼ばれる先進カメラ/ライトビジョンシステムを装備して
います。このシステムはFmNT内に統合されたアプリケーションです。完全に統合
されたFmNTウィンドウ内で基板のビデオオーバーレイをディスペンスしている基
板に重ねて表示できます。さらに、ライトレベル、カメラオフセット、角検索アル
ゴリズム、基準(fiducial)認識、歪み修正(skew
correction)、チップ許容差、および部分スキップを制御でき、ディスペンス過程を
完全なものにするために必要に応じてこれらを最適化できます。
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  設定設定設定設定/構成作業を簡略化構成作業を簡略化構成作業を簡略化構成作業を簡略化

ディスペンスシステムは複雑で、実行中の工程で校正する必要があります。さらに
、工程プログラマは生産オペレータと異なる設定手順を必要とします。

FmNTの[Main Window (メインウィンドウ)]を使用すれば、プログラムオプ
ションおよび(計測、ワークピースの整列、液体の設定、オペレータレベルとアク
セスレベルなどの)基本設定へのアクセスおよび設定が可能です。また、[Configurat
ion (構成)]メニューの[Master Offsets (マスターオフセット)]作業 は、
高さセンサー(Height Sensor)、カメラオフセット(Camera
Offset)、パージステーション、および計量
ステーションの各位置についてのシステムおよびソフトウェアの初期校正を画面の
指示に従って行うため、初期設定を迅速に簡単に実行できます。 [Production
Window (生産ウィンドウ)]にも生産オペレータ用[Setup
(設定)]メニューがあります。オペレータが全生産機能を迅速に制御できるよう、特
定の設定作業用にマニュアル設定オプションもあります。

  詳細プログラムメニュー詳細プログラムメニュー詳細プログラムメニュー詳細プログラムメニュー

[Programming Window (プログラムウィンドウ)]は、直観的で簡単にプログラ
ムできるよう特別に設計してあります。プログラムは画面の指示に従ってワークピ
ースと基準の設定を実行します。一般的なコマンドのツールバーとメニューアイコ
ンは論理的であるため、キーストロークが簡単になっています。このウィンドウで
すべての機械制御、液体制御パラメータ、およびタイミングパラメータにアクセス
でき、プログラム過程にこれらを使用できます。ディスペンスシステムの試験と微
調整のために[Programming Window]にお いてウェットおよびドライ
ディスペンス操業を実行できます。

  SPCデータログデータログデータログデータログ

FmNTでは、本生産統計用の基板追跡データ、生産ロット追跡、流量校正データ、
および液体ロットデータを収集できます。これらの情報はASCII形式のデータファ
イルで収集されるため、Windows 3.xの標準テキスト表示アプリ
ケーション「メモ帳」またはASCIIファイルを開くことができるエディタプログラ
ムであればどれでも表示できます。

  オンラインヘルプオンラインヘルプオンラインヘルプオンラインヘルプ

すべての典型的なWindowsソフトウェアパッケージ同様、FmNTには、すべてのメ
ニューとダイアログボックスから表示できる標準的なオンラインヘルプが搭載され
ています。内容に応じたヘルプで、表示中のダイアログボックスに関係するヘルプ
項目が自動的に表示されます。オンラインヘルプのトピックには、FmNTの[General
Help (一般的なヘルプ)]、[Online Tutorials (オンライ
ンチュートリアル)]、およびAutomove Control Language (ACL)の全コマン
ドリストが含まれています。
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  ユーザーインターフェースユーザーインターフェースユーザーインターフェースユーザーインターフェース

FmNTのユーザーインターフェースがWindows環境ソフトウェアのシンプルさと使
い勝手の良さを活かすよう設計されたことをお分かりいただけます。このセクショ
ンでは、FmNTの起動方法を学習し、FmNT環境内の主要ウィンドウとメニューを
すべて見ていきます。

  FmNTの起動の起動の起動の起動

FmNTの起動手順は、FmNTがコンピュータにインストール済みで、しかもコンピ
ュータがオンの状態でWindows NTが起動されていることを前提として います。

�注記注記注記注記 コンピュータでWindows NTが起動されていない場合は、

システム管理者にご相談ください。

FmNTの起動の起動の起動の起動:

1. コンピュータ画面左下の[スタート]をクリックします。

2. [スタート]メニューから[プログラム]を選択します。

3. [プログラム]メニューから[[[[ASYMTEK FMNTASYMTEK FMNTASYMTEK FMNTASYMTEK FMNT]]]]を選択します。

4.  をクリックしてFmNTを起動します。

� FmNTが起動します。このプログラムはディスペンスシステムの入出
力(I/O)デバイスがすべてFmNTと正しく通信していることをチェック
します。

FmNTの起動中はキーまたはマウスを絶対に押さないでください。

コンベヤ、ディスペンサ、ヒーター、またはビジョンシス
テムに関するエラーが表示された場合は、「第1章 -
はじめに」に戻り、ディスペンスシステムが準備状態であることを
確認してください。
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  FmNTのウィンドウとメニューについてのウィンドウとメニューについてのウィンドウとメニューについてのウィンドウとメニューについて

 メニューの説明を読みながら、マウスやトラックボールを使用してFmNTについて
の知識を深めてください。FmNTには5つの主要ウィンドウがあります。

• Main Window (メインウィンドウ)
• Tools Window (ツールウィンドウ)
• Programming Window (プログラムウィンドウ)
• Production Window (生産ウィンドウ)
• Run Window (実行ウィンドウ)

ビジョンシステムからのカメラ画像を表示する[Teach Window (入力ウィン
ドウ)]と呼ばれる2次ウィンドウは、[Programming Window]からアクセスし
ます。全ウィンドウのメインボタンの下にあるドロップダウンメニュー内にサブメ
ニューとオプションがあります。

以下の各セクションでは、各ウィンドウのすべての主要機能をカバーし、画面領域
、ツールバー、アイコン、ボタン、およびドロップダウンメニューについて説明し
ます。

�注記注記注記注記 FmNTは専用コンピュータで使用するよう設計されています。

FmNTの起動中に他のアプリケーションを使用すると、FmNTの通常

動作を損なう恐れがあります。

Main Window

 [Main Window]ボタン、[Run a Program (プログラムの実行)、[Teach a Program (プログラ
ムの入力)]、および[Tools]を使用して、[Production Window]、[Programming
Window]、および[Tools Window]にそれぞれアクセスできます。[Configuration
(構成)]はドロップダウンメニューをアクティブにします。SECS/GEMインターフェ
ースオプションがご使用のシステムに含まれている場合は、[SECS/GEM]で[SECS/GEM
Setup Window (SECS/GEM設定ウィンドウ)]が開き ます。[Help (ヘルプ)]で[Online Help
(オンラインヘルプ)]にアクセスします。[Jog
(ジョグ)]を使用すれば、ディスペンスヘッドとコンベヤを移動する[Position Control
(位置制御)]にアクセスできます。
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FmNTを起動して最初に表示されるのは下記の[Main Window]です。

 

図 3-1

[Configuration]
ドロップダウン
メニューに
アクセス

SECS/GEM
オプション

[Tools
Window]に
アクセス

オンライン
ヘルプに
アクセス

[Configuration]
メニューから選択し
たユニット

 [Programming
Window]に
アクセス

FmNTの終了

[Production
Window]に
アクセス

 [Jog Position
Controls]に
アクセス
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  [Configuration]メニュー

➨ [Main Window]の[Configuration]をクリックして、図 3-2のドロップダ
ウンメニューを表示してください。

 このメニューは、プログラムセッションを開始する前に、プログラムの基本設定、
液体の設定、サービスステーション(service
stations)、およびシステムコンポーネントを構成するために使用します。 [[[[Setup UnitsSetup UnitsSetup UnitsSetup Units
((((ユニットの設定ユニットの設定ユニットの設定ユニットの設定)])])])]、[[[[Needle SetupNeedle SetupNeedle SetupNeedle Setup ( ( ( (ニーニーニーニー    ドルの設定ドルの設定ドルの設定ドルの設定)])])])]、[[[[Setup Conveyor 1Setup Conveyor 1Setup Conveyor 1Setup Conveyor 1
((((コンベヤコンベヤコンベヤコンベヤ1111の設定の設定の設定の設定)])])])]、[[[[Setup Conveyor 2Setup Conveyor 2Setup Conveyor 2Setup Conveyor 2 ( ( ( (コンベヤコンベヤコンベヤコンベヤ2 2 2 2 の設定の設定の設定の設定)])])])]、[[[[Setup DispenserSetup DispenserSetup DispenserSetup Dispenser
((((ディスペンサの設定ディスペンサの設定ディスペンサの設定ディスペンサの設定)])])])]、および[[[[Setup Heater ConfigurationSetup Heater ConfigurationSetup Heater ConfigurationSetup Heater Configuration
((((ヒーター構成の設定ヒーター構成の設定ヒーター構成の設定ヒーター構成の設定)])])])]には、[�]で示されるように詳細メニューがあります。どの
メニューを選択しても、構成オプションを設定するためダイアログボックスが表示
されます。

 

図 3-2

➨ 例として、[Configuration]メニューから[[[[Setup VisionSetup VisionSetup VisionSetup Vision ( ( ( (ビジョンのビジョンのビジョンのビジョンの
設定設定設定設定)])])])]を選択してください。

プログラムの
基本設定

初期化と
オペレータ
レベル設定

システムコンポ
ーネント、ワー
クピース、およ
び液体の
設定と構成

操作設定
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 図 3-3 が示すように[Vision Parameters (ビジョンパラメータ)]ダイアログ
ボックスが開きます。このダイアログボックスを使用すれば、ビジョンシステムの
特定および校正、並びに基準検索に関する特定の基本設定を実行できます。

 

図 3-3

➨ [Cancel (キャンセル)]を選択して[Vision Parameters]ダイアログボッ
クスを終了してください。
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  Tools Window

➨ [Main Window]の[Tools]をクリックしてください。

 図 3-4に表示された[Tools Window]には、ディスペンスシステムの主要コン
ポーネント、ディスペンサ、コンベヤ、計量器、およびヒーターと直接通信できる
ボタンがあります。

 

図 3-4

➨ [Terminal (端末)]をクリックして 図 3-5に表示のドロップダウンボ
タンを表示してください。
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図 3-5

 [Dispenser]、[Conveyor 1]、または[Scale]をクリックすると、[Terminal Mode Window
(端末モードウィンドウ)]が表示されます。[Terminal Mode Window]にデバ
イスのコマンドを入力できます。M-600 Seriesディスペンスシステムでは、
ディスペンサとコンベヤの両方に関して、通信にAutomove Control Language (ACL)
コマンドが使用されます。M-2000 Seriesディスペン
スシステムでは、ディスペンサに関しては PMACコマンド、コンベヤに
関してはACLコマンドが使用されます。計量器は独自のコマンド言語を使用します。
PMAC、ACL、または計量器のコマンドについての詳細は、ノードソン
アシムテック(株)のアプリケーションエンジニアリング部 にご連絡ください。

�注記注記注記注記 2列のコンベヤを装備したディスペンスシステムのこのウ

ィンドウには、コンベヤ毎に一つずつ、合計2つのコンベヤボタンが

あります。システム構成によっては、このウィンドウに2つのヒータ

ーボタンが表示されることもあります。ヒーターについては、本説

明書の「Heater Controls (ヒーター制御)」
の項で詳しく説明してあります。

➨ [Conveyor]をクリックして[Terminal Mode] windowの例を見 てく ださい。

➨ [[[[ExitExitExitExit ( ( ( (終了終了終了終了)])])])]をクリックして[Terminal Mode Window]を閉じ[Tools
Window] に戻ってください。

➨ [Tools Window]の[I/O Test (I/Oテスト)]をクリックしてください。
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図 3-6

 図 3-6に表示された[Dispenser]と[Conveyor 1]は、[I/O Test]ダイアログボックスの表
示に使用します。

�注記注記注記注記 2列のコンベヤを装備したディスペンスシステムのこのウィン

ドウには、コンベヤ毎に一つずつ、合計2つのコンベヤボタンがあり

ます。

➨ [Dispenser]をクリックして[I/O Test]ダイアログボックスを見てくだ さい。

➨ [Cancel]を選択して[Tools Window]に戻ってください。

➨ [Jog]をクリックして[Jog Commands (ジョグコマンド)]を開いてく
ださい。
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  Jog Commands

 図 3-7に表示の[Jog Commands]はディスペンスヘッドとコンベヤの位置制
御です。これらのコマンドはすべての主要ウィンドウからアクセスできます。ディ
スペンスヘッドを前後左右に移動するには、[X-Y]の矢印の一つを
クリックします。ディスペンスヘッドを上下に移動するには、[Z]矢印をクリック
します。[X]、[Y]、または[Z]を迅速に移動するには、二重矢印ボタンをクリックし
ます。

 コンベヤのレールまたはベルトを移動するには、[Conveyor 1]、矢印の順にク
リックします。左右の矢印でコンベヤベルトを、上下の矢印で後部コンベヤレール
を移動します。

上下左右の位置制御矢印をそれぞれクリックすると、ディスペンスヘッド、コンベ
ヤベルトまたはレールが特定距離だけ移動します。[Jog Config (ジョグ
構成)]をクリックし、該当するテキストボックスに値を入力して、この距離を構成
できます。詳細はオンラインヘルプをご覧ください。

図 3-7

➨ 右上の[X]をクリックして[Jog Commands]を閉じてください。

➨ [Tools Window]の[Main]をクリックして[Main Window]に戻ってく
ださい。
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  Programming Window

 [Programming Window]はすべてのプログラムを実行するウィンドウです。
このウィンドウには、キー操作を簡略化するため、広範なメニュー構造と多くのア
イコンがあります。

➨ [Programming Window]を表示するには、[Main Window]の[Teach a
Program]をクリックしてください。

 

図 3-8

 [Programming Window]内には2つのツールバーがあります。それらのアイコ
ンとコマンドは下記に示してあります。[Programming Window]の最大画面
領域はディスペンスプログラムコマンド用です。新しいプログラムコマンドは挿入
点の上に挿入します。

メニュー
バー

工程
ツールバー

ディスペンス
プログラム
コマンド挿入点

プログラム名

パターン名
テキストボックス

[Program
Commands]
ツールバー

[Configuration]で
選択した
ユニット
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  [Programming Window]メニューバー

 メニューバーの各項目でドロップダウンメニューを表示します。ドロップダウンメ
ニューによってはダイアログボックスを開くものもあります。各項目のドロップダ
ウンメニューと、各メニューの簡単な説明を下記に示してあります。
 

➨ マウスまたはトラックボールを使用しメニュー項目の一つを選択して、
ドロップダウンメニューを表示してください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-9

ディスペンス
プログラムに

挿入するための
ディスペンスおよび

工程コマンド

既存プログラム行の
編集用ディスペンス

プログラム編集
コマンド

ディスペンス
プログラム

ファイル操作
コマンド
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図 3-10

オンラインヘルプ
とバージョン情報
にアクセス

ログファイル
表示基本設定の
表示コマンド

プログラム
試験実行の
実行コマンド

ディスペンスシステム
とコンポーネント制御
のための設定コマンド
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  Process Toolbar

 [Process Toolbar
(工程ツールバー)]上の各アイコンに関係するコマンドは下記に示してあります。ボ
タン上にカーソルを移動すると、その機能を説明する「ヒント」がボタンの下に表
示されます。ボタンが灰色表示の場合は、プログラムセッションのこの時点におい
てそのコマンドが使用できないことを意味しています。[Wet/Dry Run Mode
(ウェット/ドライ操業モード)]ボタンと[Display Video
(ビデオの表示)]ボタンでこの2つのモードを切り換えます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-11

新規プログラム
の作成

プログラム
ファイルを開く

現プログラムの
保存

現プログラムの
印刷

ウェットとドライの
両実行モードの切換

ホーム位置にデ
ィスペンサを移
動

基板のアンロード

基板のロード

ビデオディスプレイ
のオン/オフ切換

バルブの清浄

プログラム行の切り取り

プログラム行のコピー

プログラム行の貼り付
けけ

現プログラムの実行

次のコマンド後
実行一時停止

現基板の終わりで
実行停止

段階的にプログラム実
行

実行中止

流量測定
コマンド

[Jog
Controls]にア

クセス

オンラインヘルプ
にアクセス

[ Main Window]に戻る
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  [Program Commands (プログラムコマンド)]ツールバー

 [Program Commands]ツールバーの各アイコンと関係するコマンドを下記に
示してあります。

 

図 3-12

➨ アイコンによってはダイアログボックスが開く場合と、ドロップダウ
ンメニューが開く場合とがあります。

➨  をクリックし、[Teach Window]を開いてください。

 

ディスペンス要素の
プログラムのために
[Teach Window]を開く

プログラムに
ACLコマンドを
挿入

プログラムに
工程コマンドを挿
入

プログラムに
動作制御
コマンドを挿入

2列コンベヤ装備
のシステム用

プログラムに
タイマーコマンド

を挿入

プロシージャの
作成

パターンの作成

プログラムに注釈を
挿入
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  [Dispensing Elements]ツールバー

 [Teach Window]では追加のツールバーが利用できます。下記にそのツール
バーが示してあります。

 

Figure 3-13

利用可能なディスペンス
パターンタイプ

[Weight-Control Lines
Teach Window]を開く

 [Find Substrate
Height]に対するコマンド

を処理

マルチパス
パターンの設定
に使用

パターン配置
コマンド

二重動作
ディスペンスヘッドのオ

プション

領域と
渦巻き充填
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  Teach Window

 [Teach Window]には、[Dispensing Elements]ツールバー、ユーザーのための
説明を表示するメッセージ領域、ディスペンス領域のカメラビデオディスプレイ、
入力位置のコマンドボタン、ディスペンスヘッド移動のためのX-Y-
Z軸位置制御、および選択したディスペンスコマンドによって変化するダイアログ
ボックスセクションが含まれています。例えば、重量制御線(Weight-Control
Line)のプログラムのために開く[Teach Window]には、エリアフィル(Area
Fill)プログラムのための[Teach
Window]とは異なるダイアログボックスがあります。利用可能なオプションはディ
スペンス要素タイプに特有のものになります。

 [Teach Window]内のX-Y-Z軸位置制御(図 3-14参照)は、M-600 Seriesシステ
ムの正面[Dispenser Control Panel]にある位置制御と、[Jog Commands]ダイアロ グ
ボックスの位置制御と同じです(図 3-7参照)。ディスペンスヘッドを前後
左右のいずれかの方向に移動するには、適切な矢印をクリックします。ディスペン
スヘッドを上か下に移動するには、下矢印横にあるZ軸制御ボックスをクリックし
てから、上か下いずれかの矢印をクリックします。

 中央の稲妻アイコンをクリックしてからいずれかの矢印をクリックすると、[Jog
Commands]の二重矢印をクリックするのと同じようにディスペンスヘ
ッドが移動します。

 ターゲットボックスはディスペンス領域全体の縮図です。ディスペンスヘッドの現
在位置を示すクロスヘヤがあります。クロスヘヤを移動すると、ディスペンスヘッ
ドを移動できます。

 また、「ポイント&クリック」方式の位置制御があり、ビデオオーバーレイ上の位
置をポイントしてマウスボタンをクリックすると、その点の中央にクロスヘヤが配
置され、カメラが1回の動作でその点に移動します。

 線をプログラムするための[Teach Window]を図 3-15に示してあります。説明
メッセージボックスに入力中の説明が表示されます。

 

図 3-14

Z軸制御ボックス
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図 3-15

 マウスまたはトラックボールを使用して図 3-15に示した[Teach Window]内 のX-Y-
Z軸位置制御またはターゲットボックスをポイント&クリックし、ディスペンスす
るあたりににディスペンスヘッドを移動できます。

➨ FmNTの位置制御の使用方法に慣れるため、  をクリックしてから

をクリックしてください。

ディスペンスヘッドが右に約50ミル移動します。

ユーザーへの
説明

[Teach]コマンド
ボタン

ディスペンス
要素ツールバ
ービデオ

ディス
プレイ

コマンドによ
ってダイアロ

グボックス
領域が変化

「クリック&移動」方式の位置制
御用のターゲットボックス

X-Y-Z
位置制御
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➨ ターゲットボックス内の任意の位置をクリックしてく
ださい。クロスヘヤとディスペンスヘッドが新しい位置に移動します。

ディスペンスヘッドが新しい位置に移動します。

➨ [Teach Window]を終了するには、[Cancel]をクリックします。

➨ [Programming Window]を終了して[Main Window]に戻るには、

[Process]ツールバーの  をクリックします。

➨ [Main Window]で[Run a Program]をクリックします。
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  Production Window

 [Production Window]は日々の本生産中にオペレータが主に使用します。新し
いプログラムのテストにプロセスエンジニアも使用します。[Load (ロード)]、[Setup (設
定)]、[Run (実行)]、および[Shutdown (シャットダウン)]には、ドロップダウンボタン
とメニューがあります。

 

図 3-16

➨ [Load]ダイアログボックスを表示するために、[Load]をクリックしてくださ
い。[File Open (ファイルを開く)]ダイアログボックスが開 きます。

[Main
Window]に戻る

最後にロードした
プログラム名
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図 3-17

FmNTでプログラムを作成する際、そのファイルはコンピュータのハードドライブ
上または指定したネットワークドライブ上に <ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名>.fmw
ファイルとして保存されます。FmNT起動時に最後に保存したファイルが自動的に
読み込まれます。代わりに図 3-17に示す通り、リストからその他のプ
ログラムファイルを選択することもできます。

[[[[Attach Fluid FileAttach Fluid FileAttach Fluid FileAttach Fluid File ( ( ( (液体ファイルの添付液体ファイルの添付液体ファイルの添付液体ファイルの添付)])])])]をアクティブにすると 、ディペン スする
液体特性の定義に使用する液体ファイルが実行に選択したプログラムに添付されま
す。また、[[[[Attach Heater FileAttach Heater FileAttach Heater FileAttach Heater File ( ( ( (ヒーターファイルの添付ヒーターファイルの添付ヒーターファイルの添付ヒーターファイルの添付)])])])]をアクティブにす
ると、ご使用のヒーターを制御するヒーターファイルが実行に選択したプログラム
に添付されます。

➨ [Cancel]をクリックしてダイアログボックスを閉じてください。

➨ [Setup]をクリックしてドロップダウンメニューの[Setup]オプションを表
示してください。

Fluidmove
プログラム
ファイルは

ファイル名.fmw
です。
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図 3-18

大半の場合、本生産の設定のためにオペレータは[Prompted Setup (指示に従う
設定)]を選択します。ユーザーは、ニードルまたはシリンジの交換など、準備手順
について画面上の指示に従います。カスタマイズし、スクリプトを使用した[Promp
ted Setup]ルーチンも作成できます。これは本説明書の練習で 後に解説します。

➨ [Run]をクリックしてドロップダウンメニュー
[Run]のオプションを表示してください。

本生産の前に設定が必要な各項目
について画面上の指示が出る作業
設定

実行前に個々の項目を設定す
るオプション。オペレータレ
ベルによってオプションが異
なります。
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図 3-19

➨ [Run Production (生産の実行)]をクリックして[Run Window]を表示し
てください。

実行を開始し、[Run
Window]にジャンプ

制御された実行
コマンド
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  Run Window

このウィンドウには運転の開始、停止、または一時停止するためのシステム制御が
含まれ、また、このウィンドウからSECS/GEMインターフェース制御(このオプシ
ョンがある場合)にアクセスできます。[Configuration]メニューの[Setup Fluid
(液体の準備)]ダイアログボックスで入力したすべての液体情報が、
ポット寿命の運転タイマー や運転開始からの溶解時間など、リアルタ イムの
液体情報と一緒にこのウィンドウに表示されます。[Run
Window]には、基板数、サイクル時間、および不具合総数などの運転情報が表示さ
れます。また、画面底部にある警告ボックスはシステム状態をオペレータに警告し
ます。

図 3-20に示した画面は本生産中にオペレータが見るものです。
SECS/GEMインターフェースオプションがある場合は、[see SECS/GEM
(SECS/GEMの参照 )]タ ブがあります。

図 3-20

液体の
情報と統計

システム状態に関する
オペレータへの

メッセージ

ディスペンスシステムの
運転制御コマンド
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SECS/GEMインターフェース

SECS/GEMインターフェースオプションがある場合は、「第5章 –
SECS/GEMインターフェース 」を参照して、
SECS/GEMインターフェースのウィンドウを全部見てください。SECS/GEMインタ
ーフェースのプログラム情報については、『SECS/GEM Interface Option Reference
Manual (SECS/GEMインターフェースオプション参考書)』をご覧ください。
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4  ヒーター制御ヒーター制御ヒーター制御ヒーター制御

ヒーター制御は、システムヒーター、ニードルヒーター、液体冷却装置、および温
度検知装置の設定・調整に使用します。

本章では、ヒーター制御ユーザーインターフェースについて解説し、構成オプショ
ンの設定方法を説明します。大半の設定は出荷時ノードソン
アシムテック(株)の工場で設定されており、通常変更の必要はありません。

詳しい説明、工場設定構成値、および先進制御装置の最適化情報については、ご使
用のディスペンスシステム文書に含まれる『Anafaze User’s Guide
(Anafaze取扱説明書)』をご覧ください。Anafazeは、ヒーター制御のためにFmNTと
通信するディスペンスシステム内に使用されている制御装置です。FmNTを介して
しかこの制御装置にはアクセスできませんが、この参考書には設定に関する貴重な
情報が含まれています。

ヒーター制御の使い方ヒーター制御の使い方ヒーター制御の使い方ヒーター制御の使い方:

1. [Main Window]の[Tools]をクリックします。

2. [Tools Window]の[Terminal]をクリックします。

3. [Heater]をクリックします。

[Heater Controls]ダイアログボックスが開くと、最初に表示されるウィンドウは
利用可能な各制御装置ループと各ループの設定を表示する[Loop Parameters Window]
です。利用可能なすべての制御装置ループが機能する加熱素子に接続されていると
は限りません。ループ名はノードソン
アシムテック(株)の工場で設定されていますが、特定の必要条件に合うよう変更で
きます。オプションの液体冷却装置、ニードルヒーター、および温度検知装置も、
ヒーターと共に、一つのループとして識別できます。
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このウィンドウは[Set Points (SP)(設定点)]と[Present Value (PV)(現在値)]の表示を
簡単にチェックするために使用します。本章でこれらのオプション設定方法を後で
説明します。

図 4-1

• マウスまたはトラックボールを使用して、ループの一つをハイライトし、その
ループ名をダブルクリックしてください。

制御装置モデル番号
とファームウェア
バージョンを表示

ループ名、
モード、設定点

(SP)、現在値(PV)、単
位、

および利用可能な
ループ毎の状態を一覧

ヒーターファイルの
ダウンロードと
アップロード、
現設定の保存、

およびアラーム通知
開始のためのボタン

これらの領域は各ループ名と
その ON/OFF状態を表示。
黄色は ONで、灰色はOFF。
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各ループにはダイアログボックスがあり、その[Main (主要)]タブにはその
設定 が表示されます。

図 4-2 には、[Main]タブのダイアログボックスと、他のダイアログボック
スにアクセスするその他のタブを示してあります。[Main]ダイアログボック
スの[Set Point]で温度を設定します。[Output Value (出力値)]は、[Set Point]
の達成または維持に使用するヒーターの合計容量の割合(%)です。 [Auto
Mode (自 動 モード)]によってループ温度が自動的に調整されます。[Manual
Mode (手 動モード)]は自動温度制御装置を使用不能にし、[Output
Value]を使用し てループ温度を調整できるようにします。  

�注記注記注記注記 [Manual Mode]での運転はお薦めしません。[Output Value]が
[Heat Output Limit (加熱出力限度)]を超えることはできません。

[Output]タブををご覧ください。

図 4-2

• [Run Time (運転時間)]タブを選択してください。

その他のウィンドウ
にアクセスするため

のタブ

選択したループ
番号とループ名

がこのダイアログ
ボックスに表示

されます。

温度設定と
運転設定
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図 4-3

図 4-3 のように[Run Time]ダイアログボックスには、本生産中にヒーター動作を
構成するためのパラメータが表示されます。フィデュシアル検索中にヒーターをオ
フまたは低にできます。ディスペンス開始前にヒーター温度を確認することもでき
ます。

• [Heat Control (熱制御)]タブを選択してください。
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図 4-4

図 4-4のように[Heat Control]ダイアログボックスには、ご使用の特定のシステム
について加熱過程を定義するのに使用する制御パラメータが表示されます。このダイ
アログボックスの値はすべてノードソン
アシムテック(株)の工場で出荷前に設定されていますので、変更しないでください。
詳細は『Anafaze User’s Guide』をご覧ください。

• [Input (入力)]タブを選択してください。
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図 4-5

図 4-5 の[Input]ダイアログボックスは、各ループの入力タイプを定義 するため
に使用されています。ヒーターが取り付けられていない未使用のループは「skipped
(飛ばす)」として定義されています。また、信号の誤差を補正する工程オフセット
もここに設定されています。このダイアログボックス内の設定値はすべて、お買い
上げのシステム内の各ループについて出荷前にノードソン
アシムテック(株)の工場で設定されています。

[Input Reading Offset (入力読取オフセット)]は校正オフセットの補正 に使用でき
ます。 加熱素子内の熱電対は、 その部品の温度と 異なった値を示すことがありま
す。また、400° F (204° C)以下の温度の熱電対は、数度誤差が出ることがあり
ます。このオフセットを調整するために、個別の熱電対を使用して、加熱している
熱電対の実際の温度を判定してください。実際の温度と[PV]との差がオフセットで
す。このメニューにこの差を追加するには、[Input Reading Offset]を変更してくだ
さい。プラスの数値は読取値を増加します。[Input Filter (入力フィルタ)]
は通常ノイズのある信号 を補正するために使用します。しかし、このディ
スペンスシステムはノイズ防止のためにシールドされています。

訓練を受けたエンジニア以外の 方は、オフセットの測定またはこの

ダイアログボックスの設定値の変更を行わないでください。

• [Output (出力)]タブを選択してください。
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図 4-6

図 4-6には、制御装置が加熱過程に使用する出力タイプおよび出力タイプの特
定パラメータの定義に使用する[Output]ダイアログボックスを示してあります。こ
のダイアログボックス内の設定値はすべて、出荷前にノードソン
アシムテック(株)の工場でお買い上げのシステム内の各ループについて設定されて
います。

ディスペンスシステムのヒーターに一番よく使用される出力の[Type (タイプ)]
は[Time Proportioning (TP)(時間比例式)]です。この[Type]では、百分率に
よる出力はプログラムされたサイクル時間における百分率のデュティーサイクルに
変換されます。 [Action (動作)]はループの制御動作を設定します。通常、加
熱出力は[Reverse (リバース)]に、冷却出力は[Direct (直接)]に設定されています。

[Heat Output Limit]は温度ランプを制限するために赤外線ヒーターで使用できま
す。これは、急速な温度ランプによってワークピース上の加熱コンポーネントが損
傷しないようにするために行われます。

• [Alarm (アラーム)]タブを選択してください。
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図 4-7

図 4-7の[Alarm]ダイアログボックスは工程アラームの設定に使用します。
ループ毎にアラームを設定できます。アラームは、温度設定点からの変化や逸脱を
ユーザーに通知します。

工程アラームは、設定点から逸脱したときに、オペレータに通知する、ないしは出
力を制御するように設定できます。アラームには、[High Process (高工程)]、[Low
Process (低工程)]、[High Deviation (高偏差)]、および[Low Deviation (低偏差)]といっ
た4つのアラームタイプがあります。 図 4-8に稼動点および稼動停止点を示
してあります。

アラームタイプ毎に[Output Number (出力数)]を割り当て、アラームの対処方法を選
択するか、アラームを出さない場合は[Off]を選択します。[Alarm]を選択した場合
は、アラーム通知を受け取ります。FmNTにおいてこの通知は表示されませんので、
[Control (制御)]を選択されるこ とをお薦めします。[Control]の設定を選択する 場合、
アラームが稼動すると、 ループの出力が[Set Point]に調整されます。この [Set
Point]をゼロに設定すると、 必ず過熱状態になるとヒーターがオフになり
ます。これは推奨設定値です。

[Low/High Deviation]の各アラームには、アラームが稼動し て出力が制御されな
いように、[Set Point]を超過する偏差角度数を設定してください。

• [Heater Loop window]に戻るには[OK]をクリックしてください。

• [Heater Control]を終了するには[Exit]をクリックしてください。



 Windows用ヒーター制御用ヒーター制御用ヒーター制御用ヒーター制御 4-9

高プロセスアラームオン

高アラーム限度

低アラーム限度

SP + 偏差

SP - 偏差

設定点

} 不感帯

} 不感帯

}不感帯

} 不感帯

低プロセスアラームオン

低偏差アラームオン

高偏差アラームオフ

低偏差アラームオフ

高偏差アラームオン

高プロセスアラームオフ

低プロセスアラームオフ

図 4-8
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5  SECS/GEMインターフェースインターフェースインターフェースインターフェース

FmNTはGEMシステムとインターフェースするように構成できます。 これは工場設
定オプションです。お買い上げのディスペンスシステムにはSECS/GEMインターフ
ェースオプションが含まれていないことがあります。含まれていない場合は、FmN
Tの[Main Window]の[SECS/GEM]インターフェースボタ
ンは灰色表示され、無効になっています。

以下に[SECS/GEM]オプションのユーザーインターフェースについての説明と概要
を記載してあります。これは取扱説明用です。詳しいインターフェースプログラム
情報および用語は、『SECS-GEM Interface Option Reference Manual (SECS-GEMイン
ターフェースオプション参考書)』に含まれています。

SECS/GEMインターフェースの使い方インターフェースの使い方インターフェースの使い方インターフェースの使い方:

1. [Main Window]の[SECS/GEM]をクリックします。

� [Control]タブを表示する[SECS/GEM Setup(SECS/GEM設定)]ウィ
ンドウが開きます。図 5 -1を参照。[Control]の[Control]ボタンを
使用して制御状態を切り換えられます。これらのボタンを使用しない
場合は、[Setup]タブにある既定設定値が使用されます。

� また、[Communication (通信)]ボタンをクリックして通信状態を
切り換えられます。これらのボタンを使用しない場合は、[Setup]タブ
にある既定設定値が使用されます。

� ホストコンピュータと日時を同期させるには、[Get Date & Time (日時の
入手)]をクリックします。

  

 図 5 -1

2. [Terminal]タブをクリックして、図 5 -2を参照します。
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 図 5 -2

� このタブはホストコンピュータとの間でメッセージを確認および送信
するために使用します。

3. [Setup]タブをクリックして、図 5 -3を参照します。

� このタブは[Default Communication State (既定の通信状態)]、 [Default
Control State (既定の制御状態)]、およびメッセージと通信
処理を設定するために使用します。

 図 5 -3
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4. [Communication]タブをクリックして、図 5 -4を参照します。

� このタブはホストコンピュータとそのデバイスのアドレスを設定する
ために使用します。

� このダイアログボックスの変更を有効にするには、FmNTを一度終了
し、再起動します。

  

 図 5 -4

5. [Cancel]をクリックして[Main Window]に戻ります。

6. [Main Window]の[Run a Program]をクリックします。

7. [Production Window]の[Run]をクリックします。

8. [Run Production]をクリックして[Run Window]を表示します。

9. [SECS/GEM]タブをクリックして、図 5 -5を参照します。

� これは本生産中にオペレータか゛アクセスできるメッセージ領域です
。メッセージは確認され受信されます。
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図 5 -5

10. [Return (戻る)]をクリックして[Production Window]に戻ります。

11. [Main]をクリックして[Main Window]に戻ります。

これでSECS/GEMインターフェースのユーザーインターフェースに関する説明を終
了します。
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26. 位置制御を使用し、ニードルセンサーの種類に基づいて、高さセンサープ
ローブをロードセルまたはニードルセンサー上部の白い点のいずれかと合
わせます。

� NSZ Seriesニードルセンサーの場合は、絶対にニードル先
端がロードセルに触れないようにしてください。ニードル先端がロー
ドセル上の中央に来るようにしてください。

� NS Seriesニードルセンサーの場合は、ニードル先端が基板に
触れるようにしてください。

27. [Teach]をクリックします。

これを済ませたらディスペンスヘッドが移動します。

� ディスペンスヘッドがニードルセンサーに戻り、ニードルと高さセン
サープローブの位置が自動的に検知されます。

� [Probe to Needle Y offset (XX.XXX) is larger than width of slots
(プローブからニードルまでのY軸オフセット(XX.XXX)がスロット幅
より大きいです)]というエラーメッセージが表示された場合は、高さ
センサープローブがニードルに近づくようにプローブを調整します。
必要であれば、取扱説明書の「高さセンサー」の項をご覧ください。

28. サンプルの基板または正方形の紙をニードルセンサー上部の窪みのある正
方形に配置します。

� NSZ Seriesニードルセンサーがある場合は、ニードルセンサ ー上部に
疑似基板が既にあるはずです。

29. [Next]をクリックします。

30. ビデオディスプレイ下のボックスで点スタイルを選択します。

� 必要な場合はオンラインヘルプをご覧ください。

31. [Next]をクリックします。

32. 基準点を入力し直すかという質問が表示されるので、[Yes]と答えます。

33. 位置制御を使用して、画面上の指示のように、最初の疑似点上の中心にニ
ードル先端を配置します。

34. [Teach]をクリックします。

35. 残りの3つの点について前の2つのステップを繰り返します。

� 4点すべての位置を入力したら、FmNTによって自動的に4点がディス
ペンスされ、各点についてカメラによる位置調整が要請されます。

36. 必要に応じて、クロスヘヤをその点に合わせ、[Teach]をクリックします。

37. 残りの3つの点についてもこれを繰り返します。

38. [Done]をクリックして結果を受け入れます。

これで[Calculate Master Offsets]の練習を終わります。
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Valve Offsets (バルブオフセットバルブオフセットバルブオフセットバルブオフセット)

画面上の指示に従うこの作業では、ディスペンスヘッド行程の安全Z軸高と、パー
ジステーション、計量ステーション、およびニードルのXYZ軸位置を識別して記録
します。また、カメラとニードル間とニードルとプローブ間のオフセットも校正し
ます。

ディスペンスシステムを初期インストールおよび初期構成したときに、この作業を
実行します。これらの値および設定値は記録されます。この作業は、ディスペンス
精度を確認したり、ハードウェアの変更を反映させたりするために随時再実行でき
ます。この作業中、既に記録された値を使用することもできます。   

[Valve Offsets]手順には原バージョンと自動バージョンの2つのバージョンが
あります。自動バージョンは、オペレータがディスペンス領域に身体の一部を物理
的に入れずに、[Valve Offsets]を実行する安全機能として設計されています。
下記に2つのバージョンを個別に説明します。

下記の事項が一つでも発生した場合は必ず[ Valve Offsets]を実行してください。

• システムの初期設定 (ディスペンスシステムの再設置)

• システムソフトウェアの再初期化または再インストール

• ソフトウェアのアップグレード

• (シリンジではなく)バルブの交換

• カメラの交換または位置調整

• サービスステーション(パージステーション、計量ステーション)の交換ま
たは位置調整

• ニードルセンサーの交換または位置調整

• 高さセンサーの交換または位置調整

• [Calculate Master Offsets]からの変更

�注記注記注記注記 [Calculate Master Offsets]と[Valve Offsets]の両方で必要な 設定機能

のすべ てを実行できます。2つの手順における主な違いは、[Valve
Offsets]では全手順をステップ毎に実行でき、[Calculate Master
Offsets]では開始から終了までの全手順を一度に実行できることです。

�注記注記注記注記 ご使用のディスペンスシステムにデュアルアクションディスペン

スヘッ ドが装備されている場合は、[Valve
Offsets]を初期設定作業として 使用してく ださい

。デュアルアクションディスペンスヘッドが装備さ

れているシステムでは設定手順として[Calculate Master Offsets]を
使用できません。
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 [Valve Offsets]手順を実行するには手順を実行するには手順を実行するには手順を実行するには (原バージョン原バージョン原バージョン原バージョン):

1. [Main Window]の[Configuration]をクリックします。

2. [Needle Setup][Needle Setup][Needle Setup][Needle Setup]をクリックし、[Setup Parameters][Setup Parameters][Setup Parameters][Setup Parameters]を選択します。

3. 図 6-1の[Setup Parameters]ダイアログボックス内の[Machine Setup
Process]にある[Valve Offsets][Valve Offsets][Valve Offsets][Valve Offsets]を選択します。

4. [OK]をクリックします。

�注記注記注記注記 [Calculate Master Offsets]から[Valve Offsets]に変更す

る場合は 、新しく選択し手順を実行する前に、FmNT
を一度終了してから再起動されることをお薦めします。

5. [Configuration]メニューの[Needle Setup][Needle Setup][Needle Setup][Needle Setup] をクリックし、[Valve Offsets][Valve Offsets][Valve Offsets][Valve Offsets]を選
択します。

� 図 6-12の[Setup Valve Offsets]が開きます。

図 6-12
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6. [1. Teach Safe Z (1. [1. Teach Safe Z (1. [1. Teach Safe Z (1. [1. Teach Safe Z (1. 安全安全安全安全ZZZZ軸の入力軸の入力軸の入力軸の入力)])])])]の横にある[Run]をクリックします。

� [Teach Window]が開きます。

7. Z軸制御を稼動します。

8. ディスペンスヘッドを安全Z軸高まで上昇または下降させます。

� 安全Z軸高は、ニードルやディスペンスヘッドのその他の部分がディ
スペンス領域周囲を移動する際に、障害物と接触しないことを保証す
る高さを選んで決定されます。

9. [Teach]をクリックします。

10. [Done]をクリックします。

� [Teach Window]が閉じ、[Setup]ダイアログボックスに戻り ます。ス
テップ1が完了したことを示すXが数字の1の横にあるボックスに表示
されていることを確認してください。

11. [2. Teach Purge Location (2. [2. Teach Purge Location (2. [2. Teach Purge Location (2. [2. Teach Purge Location (2. パージ位置の入力パージ位置の入力パージ位置の入力パージ位置の入力)])])])]の横にある[Run]をクリックします。

これを済ませたらディスペンスヘッドが移動します。

� ディスペンスヘッドがホーム位置に達してから、パージステーション
位置に移動します。[Teach Window]が開きます。

12. 位置制御を使用して、パージステーションにあるパージブーツ開口部にニ
ードル先端を合わせます。

13. Z軸制御を稼動し、ニードル先端をパージブーツの中へと下降させます。

14. [Teach]をクリックします。

15. [Done]をクリックします。

� [Teach Window]が閉じ、[Setup]ダイアログボックスに戻ります。ス
テップ2が完了したことを示すXが数字の2の横にあるボックスに表示
されていることを確認してください。

16. [3. Teach Scale Location (3. [3. Teach Scale Location (3. [3. Teach Scale Location (3. [3. Teach Scale Location (3. 計量位置の入力計量位置の入力計量位置の入力計量位置の入力)])])])]の横にある[Run]をクリックします。

これを済ませたらディスペンスヘッドが移動します。

� ディスペンスヘッドが計量ステーション位置に移動します。[Teach
Window]が開きます。

17. 位置制御を使用して、計量ステーションの蓋にある開口部にニードル先端
を合わせます。

18. Z軸制御を稼動し、ニードル先端をその開口部の中へと下降させます。

19. [Teach]をクリックします。

20. [Done]をクリックします。

� [Teach Window]が閉じ、[Setup]ダイアログボックスに戻ります。ス
テップ3が完了したことを示すXが数字の3の横にあるボックスに表示
されていることを確認してください。
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21. [4. Calculate the needle-to-Height Sensor Z offset (4.[4. Calculate the needle-to-Height Sensor Z offset (4.[4. Calculate the needle-to-Height Sensor Z offset (4.[4. Calculate the needle-to-Height Sensor Z offset (4.
ニードルから高さセンサーニードルから高さセンサーニードルから高さセンサーニードルから高さセンサーZZZZ軸オフセットの計算軸オフセットの計算軸オフセットの計算軸オフセットの計算)])])])]の横にある[Run]をクリッ
クします。

�注記注記注記注記 このステップは、ご使用のシステムバルブと高さセン サーの

構成によって異なります。ご使用のシステムに単一バルブが装備さ

れ、高さセンサーがない場合は、このステップは灰色表示になって

おり、無効です。システムにデュアルアクションディスペンスヘッ

ドが装備され、高さセンサーがない場合、このステップは[Calculate
Z of Valve 2 relative to Valve 1 (バルブ1に相関する

バルブ2のZ軸の計算)] と呼ばれます。

� [Teach Window]が開きます。ディスペンスヘッドが安全Z軸高に移
動します。高さセンサープローブが落ちます。

22. プローブ先端がニードル先端よりも低いことを確認します。

� プローブ先端がニードル先端よりも低くない場合は、プローブ高調整
の説明については取扱説明書の「高さセンサー」の項をご覧ください
。

23. 液体が残らないようにニードル先端を清潔な布で拭きます。

24. [Next]をクリックします。

これを済ませたらディスペンスヘッドが移動します。

25. ご使用のシステムに設置されている高さセンサーの種類に基づいて、下記
の一つを実行します。

a. NSZ Seriesニードルセンサーの場合は、位置制御を使用して、高さセ
ンサープローブをニードルセンサー上部のロードセルと合わせます。

b. NS Seriesニードルセンサーの場合は、位置制御を使用して、高さセ
ンサープローブをニードルセンサー上部の白い点と合わせます。

� システムに設置されているニードルセンサーの種類が分からない
場合は、システムの取扱説明書にある「ニードルセンサー」の項
をご覧ください。

26. [Teach]をクリックします。

27. 位置制御を使用して、ニードルセンサーの種類に基づいて、ニードル先端
を同じ円かロードセルのいずれかと合わせます。

� NSZ Seriesニードルセンサーの場合は、絶対にニードル先端がロー
ドセルに触れないようにしてください。ニードル先端がロードセル上
の中央に来るようにしてください。

� NS Seriesニードルセンサーの場合は、ニードル先端が基板に触れ
るようにしてください。
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28. [Teach]をクリックします。

これを済ませたらディスペンスヘッドが移動します。

� ディスペンスヘッドは高さ検知を自動的に実行します。

29. [Done]をクリックして結果を受け入れます。

� [Teach Window]が閉じ、[Setup]ダイアログボックスに戻ります。ス
テップ4が完了したことを示すXが数字の4の横にあるボックスに表示
されていることを確認してください。

30. [5. Calculate the needle-to-camera XY offset (5. [5. Calculate the needle-to-camera XY offset (5. [5. Calculate the needle-to-camera XY offset (5. [5. Calculate the needle-to-camera XY offset (5. ニードルからカメラのニードルからカメラのニードルからカメラのニードルからカメラのXYXYXYXY軸の計算軸の計算軸の計算軸の計算)])])])]の
横にある[Run]をクリックします。

� [Teach Window]が開きます。

� 手順のこのステップ中、サンプル基板に4つの点をディスペンスし、
ニードルをその点に合わせます。

� この手順中、実際に液体をディスペンスする必要はありません。正方
形の形をした4点のある紙で模擬実験できます。

31. サンプルの基板または正方形の紙をニードルセンサー上部の窪みのある正
方形に配置します。

� NSZ Seriesニードルセンサーがある場合は、ニードルセンサー 上部
に疑似基板が既にあるはずです。

32. [Teach Window]底部の点スタイルを選択します。

� 必要な場合はオンラインヘルプをご覧ください。

33. [Next]をクリックします。

34. 位置制御を使用して、最初の点上の中心に高さセンサーを配置します。

35. [Teach]をクリックします。

36. 基準点を入力し直すかという質問が表示されるので、[Yes]と答えます。

� [Teach Window]底部の[[[[Enable Verification Step
(確認ステップを有効にする確認ステップを有効にする確認ステップを有効にする確認ステップを有効にする)]に注意してください。この機能を有効にす
ると、ニードルからカメラのオフセットを後で試験するための距離許
容差が有効になります。詳細はオンラインヘルプをご覧ください。

37. 位置制御を使用し、画面上の指示に従って最初の疑似点上の中心にニード
ル先端を配置します。

38. [Teach]をクリックします。

39. 残りの3つの点について前の2つのステップを繰り返します。

� 4点すべての位置を入力したら、ディスペンスヘッドはパージステー
ションに移動し、パージされてから、直ちにサンプル基板に戻り、4
点にディスペンスします。カメラのクロスヘヤをこれらの点と合わせ
るよう要請されます。

40. 必要に応じて、位置制御を使用して、カメラクロスヘヤを最初の点に合わ
せます。

41. [Teach]をクリックします。
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42. 残りの4つの点について前の2つのステップを繰り返します。

� [[[[Enable Verification Step ]機能を使用し、カメラを点に合わせて再調整
する必要がある場合、確認許容差を超過したら、点を再入力するよう
要請されることがあります。詳細はオンラインヘルプをご覧ください
。

43. [Done]をクリックして結果を受け入れます。

� [Teach Window]が閉じ、[Setup]ダイアログボックスに戻ります。ステ
ップ5が完了したことを示すXが数字の5の横にあるボックスに表示さ
れていることを確認してください。

44. [6. Calculate the camera-to-Height Sensor XY offset[6. Calculate the camera-to-Height Sensor XY offset[6. Calculate the camera-to-Height Sensor XY offset[6. Calculate the camera-to-Height Sensor XY offset. (6. (6. (6. (6.
カメラから高さセンサーのカメラから高さセンサーのカメラから高さセンサーのカメラから高さセンサーのXYXYXYXY軸の計算軸の計算軸の計算軸の計算)])])])]の横にある[Run]をクリックします。

これを済ませたらディスペンスヘッドが移動します。

� [Teach Window]が開きます。

45. 点や線の交差点など、サンプル基板上で簡単に識別できるマークを選択し
、
位置制御を使用して、選択したマーク上の中央に高さセンサーのプローブ
先端が来るようにします。

46. [Teach]をクリックします。

47. 必要であれば、位置制御を使用して、選択した同じマーク上の中央にカメ
ラクロスヘヤが来るようにします。

48. [Teach]をクリックします。

49. [Done]をクリックして結果を受け入れます。

� [Teach Window]が閉じ、[Setup]ダイアログボックスに戻りま す。ス
テップ6が完了したことを示すXが数字の6の横にあるボックスに表示
されていることを確認してください。

�注記注記注記注記 ディスペンスシステムにデュアルアクションディスペンスヘッドが装

備さ れている場合は、2つ目のバルブについても完全な[Valve Offsets]
を実行する必要があります。

50. [Done]をクリックします。
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[Valve Offsets]手順を実行するには手順を実行するには手順を実行するには手順を実行するには (自動バージョン自動バージョン自動バージョン自動バージョン):

1. [Main Window]の[Configuration]をクリックします。

2. [Configuration]メニューから[Configuration Files][Configuration Files][Configuration Files][Configuration Files]を選択します。

� [Edit Configuration Files (構成ファイルの編集)]ダイアログボックスが
開 きます。

3. [[[[FmConfig.ini]タブの[Configuration Groups (構成グループ)]リストから[Misc[Misc[Misc[Misc
Parms (Parms (Parms (Parms (その他のパラメータその他のパラメータその他のパラメータその他のパラメータ)])])])]を選択します。

4. [Misc Parms]リストから[Use Auto VO ([Use Auto VO ([Use Auto VO ([Use Auto VO (自動バルブオフセットの使用自動バルブオフセットの使用自動バルブオフセットの使用自動バルブオフセットの使用)])])])]を選
択します。

5. この2つのリストの下にあるテキストボックスに[ON]と入力します。

� テキストボックスに既に[ON]が表示されている場合は、[Auto
VO]が既に有効になっています。

6. [OK]をクリックします。

7. [Main Window]の[Configuration]をクリックします。

8. [Configuration]メニューから[Needle Setup][Needle Setup][Needle Setup][Needle Setup]を選択します。

9. [Needle Setup]メニューから[Valve Offsets][Valve Offsets][Valve Offsets][Valve Offsets]を選択します。

� [Machine Setup]ダイアログボックスが開きます。

10. [Run to End (最後まで実行)]をクリックします。

� [This script file performs camera assisted valve offsets.(このスク リプトフ
ァイルはカメラ支援によるバルブオフセットを実行します。)]と表示
するメッセージが開きます。

11. [OK]をクリックします。

� 安全Z軸高を入力するかを尋ねる [Teach Window]が開きます。

� 安全Z軸高は、ディスペンスヘッドがディスペンス領域周囲を移動す
る際に、障害物と接触しないことを保証する高さにヘッドを配置しま
す。

� [Toggle Probe (プローブの切換)]は高さセンサープローブを上げ下げす
ることにより、プローブが安全Z軸高にあるか確認できます。

� 以前に安全Z軸高が設定されている場合は、[Value][Value][Value][Value]テキストボックスに
その高さが表示されます。[Go To
(ジャンプ)]をクリックすると、ディスペンスヘッドがその高さに移動
します。

12. 安全Z軸高になるまで、位置制御を使用して、ディスペンスヘッドを上昇
または下降させます。

13. [Teach]をクリックします。
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14. [Done]をクリックします。

� センサー上部にあるサンプル基板上のマークにニードルを合わせるよ
う要請する新しい[Teach Window]が開きます。

� サンプル基板上にマークがない場合は、ペンか鉛筆でサンプル基板上
の任意の場所にマークを付けてください。X印が最もよいでしょう。

15. 位置制御を使用して、サンプル基板上のマークの中心にニードル先端を合
わせます。

16. [Teach]をクリックします。

17. 位置制御を使用して、同じマークにカメラクロスヘヤの中心を合わせます。

18. [Teach]をクリックします。

19. [Done]をクリックします。

� サンプル基板上のマークに高さセンサープローブを合わせるよう要請
する新しい[Teach Window]が開きます。前のステップで使用した同
じマークを使用して結構です。

20. 位置制御を使用して、サンプル基板上のマークの中心に高さセンサープロ
ーブを合わせます。

21. [Teach]をクリックします。

22. 位置制御を使用して、同じマークにカメラクロスヘヤの中心を合わせます。

23. [Teach]をクリックします。

24. [Done]をクリックします。

� 新しい[Teach Window]が開き、ニードルセンサー上部の触覚センサー
の中心を入力する方法の選択を要請されます。触覚センサーは自動高
さ検知用です。

� [Teach 1 Center Point (1[Teach 1 Center Point (1[Teach 1 Center Point (1[Teach 1 Center Point (1つの中心の入力つの中心の入力つの中心の入力つの中心の入力)])])])]は、触覚センサーやパージ
ステーションなど、簡単に認識できる中心を持つ物体の位置を入力す
るために使用します。

� [Teach 3 Circumference Points (3[Teach 3 Circumference Points (3[Teach 3 Circumference Points (3[Teach 3 Circumference Points (3つの外周点の入力つの外周点の入力つの外周点の入力つの外周点の入力)])])])]は、例えば計量ステ
ーションな ど、簡単に認識できる中心を持たない物 体の位置を
入力するために使用します。

� [Measurement cycles ([Measurement cycles ([Measurement cycles ([Measurement cycles (測定サイクル測定サイクル測定サイクル測定サイクル)])])])]は実行する試験回数です。通常
3回で十分です。

� [Offset tolerance ([Offset tolerance ([Offset tolerance ([Offset tolerance (オフセット許容差オフセット許容差オフセット許容差オフセット許容差)])])])]は、試験に合格するために
、各測定値がその範囲内に入る必要のある相関的なプラスまたはマイ
ナスの値です。0.002は既定値です。

� [Needle to probe Z offset ([Needle to probe Z offset ([Needle to probe Z offset ([Needle to probe Z offset (ニードルからプローブのニードルからプローブのニードルからプローブのニードルからプローブのZZZZ軸オフセット軸オフセット軸オフセット軸オフセット)])])])]は測
定された値です。

25. 使用する方法を選択します。

26. [Next]をクリックします。

27. 位置制御を使用して、触覚センサーにカメラクロスヘヤの中心を合わせま
す。
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28. [Teach]をクリックします。

� ディスペンスヘッドは触覚センサー上で高さ検知を自動的に実行しま
す。実行される高さ検知数は[Measurement cycles][Measurement cycles][Measurement cycles][Measurement cycles]の数です。

� [Needle to probe Z offset[Needle to probe Z offset[Needle to probe Z offset[Needle to probe Z offset ]]]]が記録され表示されます。測定値が一つでも相
関的に[Offset tolerance][Offset tolerance][Offset tolerance][Offset tolerance]の範囲外にある場合は、その結果が報
告され、オフセット調整の再実行またはキャンセルを選択できます。

29. [Done]をクリックします。

� 新しい[Teach Window]が開き、パージステーションの位置を入
力する方法 の選択を要請されます。

� [Teach 1 Center Point][Teach 1 Center Point][Teach 1 Center Point][Teach 1 Center Point]は、触覚センサーやパージステーションな
ど、簡単に認識できる中心を持つ物体の位置を入力するために使用し
ます。

� [Teach 3 Circumference Points][Teach 3 Circumference Points][Teach 3 Circumference Points][Teach 3 Circumference Points]は、計量ステーションなど、簡単に認識で
きる中心を持たない物体の位置を入力するために使用します。

� [Center location ([Center location ([Center location ([Center location (中心位置中心位置中心位置中心位置)])])])]は、パージステーションの現
X、Y、Z座標です。

� [Needle to height sense Z offset ([Needle to height sense Z offset ([Needle to height sense Z offset ([Needle to height sense Z offset (ニードルから高さ検知のニードルから高さ検知のニードルから高さ検知のニードルから高さ検知のZZZZ軸オフセット軸オフセット軸オフセット軸オフセット)])])])]は
、ニード ルがパージブーツのどの位置まで下がっ ているかを
判定する、プラスまたはマイナスの数値です。この数値は、中心位置
の入力後に行われた高さ検知に対する相関値です。高さ検知はパージ
ステーションの蓋上で行われるため、プラスのオフセット値はニード
ルがパージステーションの蓋上においてその数値分で停止することを
意味します。マイナスの数値はニードルがその数値分だけパージブー
ツの中へと下降することを意味します。

30. 使用する方法を選択します。

31. [Next]をクリックします。

32. 位置制御を使用して、パージブーツにカメラクロスヘヤの中心を合わせま
す。

� これによってパージステーション位置のX、Y座標が入力されます。

33. [Teach]をクリックします。

� ディスペンスヘッドはパージステーションの横に移動し、高さ検知測
定のためにパージステーションの蓋上部の位置を入力するよう要請さ
れます。これによってパージステーション位置のZ座標が入力され、
この座標はニードルがどこまでパージブーツに下がるかを判定するた
めに、[Needle to height sense Z offset][Needle to height sense Z offset][Needle to height sense Z offset][Needle to height sense Z offset]と一緒に使用されます。

34. 位置制御を使用して、高さ検知測定のためにパージステーションの蓋上部
にカメラクロスヘヤの中心を合わせます。

35. [Teach]をクリックします。

� ディスペンスヘッドは定義された位置で高さ検知を実行し、ニードル
先端をパージブーツに下げます。

� ニードル先端の深さをチェックし、必要に応じて[Needle to height sense Z[Needle to height sense Z[Needle to height sense Z[Needle to height sense Z
offset]offset]offset]offset]を変更します。
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36. [Done]をクリックします。

� 計量ステーションの位置を入力する方法を選択するよう要請する新し
い[Teach Window]が開きます。 [Teach 3 Circumference Points][Teach 3 Circumference Points][Teach 3 Circumference Points][Teach 3 Circumference Points]は既定オプショ
ンです。計量ステーションの開口部は大きく、簡単に定義できる中心
がないため、このオプションをお薦めします。

37. 使用する方法を選択します。

38. [Next]をクリックします。

39. 位置制御を使用して、計量ステーションの蓋にある開口部外周の一点にカ
メラクロスヘヤの中心を合わせます。

40. [Teach]をクリックします。

41. 位置制御を使用して、その開口部外周の第2の点にカメラクロスヘヤの中心
を合わせます。

42. [Teach]をクリックします。

43. 位置制御を使用して、その開口部外周の第3の点にカメラクロスヘヤの中心
を合わせます。

44. [Teach]をクリックします。

� ディスペンスヘッドは計量ステーションの横に移動し、高さ検知測定
のために計量ステーション上部の位置を入力するよう要請されます。

45. 位置制御を使用して、高さ検知測定のために計量ステーションの蓋上部に
カメラクロスヘヤの中心を合わせます。

46. [Teach]をクリックします。

� ディスペンスヘッドは定義された位置で高さ検知を実行し、ニードル
先端を計量ステーションの開口部に下げます。

47. [Done]をクリックします。

� 新しい[Teach Window]が開き、ニードルセンサー上にサンプル基
板を置いて点スタイルを選択するよう要請されます。

48. その時点でニードルセンサー上にサンプル基板がない場合は、ここでその
場所にサンプル基板を置きます。

49. 点スタイルを選択します。

� 構成可能な点パラメータに特定の値を割り当てて、異なった点スタイ
ルを作成できます。[Edit]をクリックして利用可能なすべての点パラメ
ータを表示します。パラメータの定義についてはオンラインヘルプを
ご覧ください。

� [Verification Step][Verification Step][Verification Step][Verification Step]の使用についてのヒントはオンラインヘルプ
をご覧ください。

50. [Next]をクリックします。

� 基板の角を再入力するかを尋ねるメッセージボックスが開きます。

51. [Yes]をクリックします。

52. 位置制御を使用して、サンプル基板の左上の角にカメラクロスヘヤの中心
を合わせます。

53. [Teach]をクリックします。
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54. 位置制御を使用して、サンプル基板の右下の角にカメラクロスヘヤの中心
を合わせます。

55. [Teach]をクリックします。

� ディスペンスヘッドがパージステーションに移動し、パージを実行し
てから、ニードルセンサーに移動し、サンプル基板に4つの点をディ
スペンスします。

56. 必要な場合は、位置制御を使用して、最初の点にカメラクロスヘヤの中心
を合わせます。

57. [Teach]をクリックします。

58. 残りの3つの点について前の2つのステップを繰り返します。

59. 完了したら[Done]をクリックします。

� 手順が完了したことを示すメッセージボックスが開きます。

60. [OK]をクリックします。

61. [Exit]をクリックします。

これで [Valve Offsets]の練習を終わります。
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プログラム設定プログラム設定プログラム設定プログラム設定

プログラムセッションを開始する前に、[Calculate Master Offsets]または[Valve
Offsets]の手順に加えて、[Prompted Setup]手順を実行するようお薦めします。
また、ディスペンスプログラムを作成する前にも、液体の特性などに使用するFluid
file
(液体ファイル)とワークピースを設定するために[Configuration]メニューを表示する
必要があります。

Fluid File (液体ファイル液体ファイル液体ファイル液体ファイル)

Fluid
Fileはご使用のプログラムで使用するディスペンス用液体に関する情報を記録しま
す。ご使用の全ディスペンスプログラムで同じ液体を使用する場合は、すべてのプ
ログラムに同じFluid
Fileを添付できますが、異種の液体を使用する場合は、液体の種類毎に異なったFlu
id Fileを作成する必要があります。Fluid Fileは<ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名>.flu
ファイルとしてFmNTルートディレクトリのFluidフォル ダに保存されています。

�注記注記注記注記    複数のディスペンスプログラムに単一のFluid File を添

付する場合、そのFluid
Fileを変更すると、そのファイルが添付されたすべてのディスペン
スプログラムに影響しますので、ご注意ください。
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Fluid Fileを設定するにはを設定するにはを設定するにはを設定するには:

1. [Main Window]の[Configuration]をクリックします。

2. [Setup Fluid Manager ([Setup Fluid Manager ([Setup Fluid Manager ([Setup Fluid Manager (液体マネージャの設定液体マネージャの設定液体マネージャの設定液体マネージャの設定)])])])]を選択します。

� 図 6-13の[Fluid Manager]ダイアログボックスが開きます。

図 6-13

3. 詳しい説明はオンラインヘルプをご覧ください。

これでFluid Fileの練習を終わります。
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プログラム設定例プログラム設定例プログラム設定例プログラム設定例

以下では推奨されているプログラム設定を練習します。ご使用のシステムに慣れる
につれて、この作業を変更しても結構です。

この手順に含まれるもの:  

• 基板のロード

• 新しいファイルの作成

• Fluid Fileの添付

• ワークピース位置調整の入力

• ワークピース基準の入力

�注記注記注記注記 この練習には練習用基板をお手元に準備する必要があります。

�注記注記注記注記 必須ではありませんが、この練習を開始する前に「第7章 –
プログラムの基礎」の「基準検出」をご覧いただくと役に立ちます。

プログラムセッション設定を実行するにはプログラムセッション設定を実行するにはプログラムセッション設定を実行するにはプログラムセッション設定を実行するには:

1. [Main Window]の[Configuration]をクリックします。

2. [Configuration]メニューから[Setup Workpiece Alignment ([Setup Workpiece Alignment ([Setup Workpiece Alignment ([Setup Workpiece Alignment (ワークピース位置調整のワークピース位置調整のワークピース位置調整のワークピース位置調整の
設設設設    定定定定)])])])]を選択します。

3. [Workpiece Alignment]ダイアログボックスの[Learn Workpiece Angle first ([Learn Workpiece Angle first ([Learn Workpiece Angle first ([Learn Workpiece Angle first (ワークワークワークワーク
ピース角度を最初に学習ピース角度を最初に学習ピース角度を最初に学習ピース角度を最初に学習)])])])]と[Two Fiducials (2[Two Fiducials (2[Two Fiducials (2[Two Fiducials (2つの基準つの基準つの基準つの基準)])])])]を選択します。

� [Two Fiducials][Two Fiducials][Two Fiducials][Two Fiducials]を選択すると、ワークピースの位置と位置調整を定義す
るために、最初に2つの対角空間を持つワークピース上の基準を定義す
ることになります。FmNTは、プログラムの実行前にこれらの基準を
チェックします。(スピードが重視される場合には、これらの基準のチ
ェックは省略されることがよくあります。この場合、ワークピースの
位置調整が正しく、左右対称であることが前提となります。)

� [Learn Workpiece Angle first][Learn Workpiece Angle first][Learn Workpiece Angle first][Learn Workpiece Angle first]は、X軸またはY軸を定義する基板上の直線に沿
っ た 2点 によって定義される角度です。

� ワークピースの位置調整を定義する際、ワークピースの原点を定義す
るよう要請されることもあります。原点は、図 6-14に示す通り、
位置カウンタが(x0, y0) = (0, 0)にリセットされる点として定義されま
す。ワークピース上のディスペンス位置はすべて、ワークピース原点
を基準として定義されます。

� 特定の応用に関する上記パラメータの最適化は、プログラム過程の一
部です。

4. [OK]をクリックします。
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 図 6-14

5. [Configuration]をクリックします。

6. [Configuration]メニューから[Setup Fluid Manager][Setup Fluid Manager][Setup Fluid Manager][Setup Fluid Manager]を選択して、図 6-13の[Fluid
Manager]ダイアログボックスを開きます。

7. この練習に使用する液体に関する情報を入力します(例、Hysol 4510
または同等のもの)。

� ポット寿命は材料情報データシートに記載されている時間を入力しま
す。

� 練習には[Purge Maintenance (パージ保守)]を無効にすることをお薦めし
ます。これは、本生産モードの際にシステムが自動的にパージせず、
プログラム中にパージしないことを意味しています。または、試験用
プログラムの実行中に自動パージでプログラム実行が中断されないよ
うに、900秒以上の時間を設定してください。

8. [Save (保存)]をクリックします。

� [Main Window]に戻ります。

9. [Teach a Program]をクリックします。

10. [Programming Window]メニューバーから[File][File][File][File]を選択します。

11. [Fluid Table ([Fluid Table ([Fluid Table ([Fluid Table (液体表液体表液体表液体表)])])])]、[Save As ([Save As ([Save As ([Save As (名前を付けて保存名前を付けて保存名前を付けて保存名前を付けて保存)])])])]の順に選択します。

�  <ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名>.flu ファイルとしてFluid Fileを保存してくださ
い。後でプログラムにこのファイルを添付します。

12. [OK]をクリックします。
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13. ご使用のディスペンスシステムに基づいて、下記の通りに練習用基板を置
きます。

A. コンベヤを装備したシステムの場合は、コンベヤの入口に練習用基板(
Side 1)を設置します。ディスペンスシステムのコンベヤ制御を 使用 し
て、正しい幅を設定します。 [Load Board (基板のロード)]アイコンをク
リ ック します。

� 基板がディスペンス領域にロードされます。クランプが基板をレー
ルスロット底部に押し上げます。

B. ガントリディスペンスシステムの場合は、練習用基板(Side 1)を熱板
またはディスペンス領域板の上に置き、ツーリングピンで固定します。

14. [Programming Window]の[Program Wizard (プログラムウィザード)] 
をクリックして、新しいプログラムを作成します。

� [Create Workpiece (ワークピースの作成)]ダイアログボック スが開きま
す。

15. [Two][Two][Two][Two] の基準を選択します。

16. [OK]をクリックします。

� 軸を定義する最初の点を入力するよう要請する[Teach Window]が開
きま す。これは[Workpiece Alignment]を定義します。

17. 位置制御を使用して、練習用基板上部近くにある基本線の一つの開始点に
ディスペンスヘッドを移動します。

� その線上でクロスヘヤの中心を合わせます。

18. [Teach]をクリックします。

19. 位置制御を使用して、同じ線の終了点にディスペンスヘッドを移動します。

� その線上でクロスヘヤの中心を合わせます。

20. [Teach]をクリックします。

� これで[Workpiece Alignment]を定義しました。

� ワークピース原点を入力するように要請する[Teach
Window]に変わります。

21. 位置制御を使用して、練習用基板の左上角(ULHC)の点にディスペンスヘ
ッドを移動します。

� その点にクロスヘヤの中心を合わせます。

22. [Teach]をクリックします。

23. [Done]をクリックします。

� 最初の基準を入力する方法を選択するよう要請する[Teach
Window]に変わります。

�注記注記注記注記 必須ではありませんが、この練習を継続する前に「第7章 –
プログラムの基礎」の「基準検出」をご覧いただくと役に
立ちます。

24. [Model Finder ([Model Finder ([Model Finder ([Model Finder (モデルファインダモデルファインダモデルファインダモデルファインダ)])])])]を選択します。
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25. [Next]をクリックします。

� 原点を入力した同じ場所に最初の基準を入力します。

� その点がビデオディスプレイの正方形オーバーレイの内側に完全に収
まらない場合は、[Model Window]の大きさを調整する必要がありま
す。ビデオディスプレイの下にある[Model Size[Model Size[Model Size[Model Size Width (Width (Width (Width (モデルサイズモデルサイズモデルサイズモデルサイズ    幅幅幅幅)])])])]
と[Height ([Height ([Height ([Height (高さ高さ高さ高さ)])])])]の各テキストボックスに注目してください。

26. [Width][Width][Width][Width]と[Height][Height][Height][Height]の各テキストボックス横にある上矢印をクリックして、正方
形がその点より大きくなるまで[Model Window]の大きさを調整します。

27. [Teach]をクリックします。

28. [Next]をクリックします。

� 2番目の基準を入力する方法を選択するよう要請されます。

29. [Model Finder][Model Finder][Model Finder][Model Finder]を選択します。

30. [Next]をクリックします。

31. 位置制御を使用して、練習用基板の右下角(LRHC)の点にディスペンスヘ
ッドを移動します。

� その点にクロスヘヤの中心を合わせます。

32. [Teach]をクリックします。

33. [Next]をクリックします。

� [Teach Window]が閉じ、ディスペンスヘッドがまもなくワー クピー
ス原点に移動することを示すメッセージボックスが開きます。

これに了解したらディスペンスヘッドが移動します。

34. [OK]をクリックします。

� 前にワークピース原点として定義した場所にディスペンスヘッドが移
動します。

�注記注記注記注記 ディスペンスシステムに高さセンサーが装備され て いな

い場合は、次のステップに進んでください。ディスペンス
システムに高さセンサーが装備されている場合は、ステッ
プ40に進んでください。

35. ディスペンスシステムに高さセンサーが装備されていない場合は、基板の
高さを入力するよう要請されます。

36. 位置制御を使用して、ディスペンス高を示す基板上の位置にディスペンス
ヘッドを移動します。

� チップや部品の高さを入力しないでください。FmNTは、チップや部
品の高さではなく、基板の高さを必要としています。

37. Z軸制御を起動し、ニードル先端が基板表面に触れるまで、ディスペンス
ヘッドをゆっくりと下げます。

� ニードル先端が基板に突き当たらないように注意してください。

38. [Teach]をクリックします。
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39. [Done]をクリックします。

� [Teach Window]が閉じます。

40. メニューバーの[File][File][File][File]をクリックして[Save As][Save As][Save As][Save As]を選択します。

41. [File Name][File Name][File Name][File Name]テキストボックスにファイル名を入力します。

42. [Attach Fluid File(s)][Attach Fluid File(s)][Attach Fluid File(s)][Attach Fluid File(s)]機能をクリックして、その機能を有効にします。

� FmNTは、現在有効となっているFluid
File、すなわちこの場合なら練習で既に作成したFluid
Fileを、新しく作成したプログラムファイルに添付します。

43. [OK]をクリックします。

� このファイルは、<ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名>.fmwとしてFmNTルートディレクトリ
のProgramフォルダに自動的に保存されます。

44. これで新しいワークピースの作成が完了し、プログラムを始める準備が整
いました。

これでプログラム設定の練習を終わります。
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Prompted Setup (指示に従う設定指示に従う設定指示に従う設定指示に従う設定)

一般に[Prompted Setup]は一番よく使用する設定手順です。これはすべての本生産
前、ニードルまたはバルブの交換後、そしてディスペンスが不正確な場合に実行す
る必要があります。

�注記注記注記注記 デュアルアクションやデュアルブラケットのディスペンスヘッドがあ
る場合 は、以下 に説明する[Scripted Prompted Setup (スクリプト の指
示に従う設 定)]の使用をお薦めします。

[Prompted Setup]作業を実行するには作業を実行するには作業を実行するには作業を実行するには:

1. [Main Window]の[Configuration]をクリックします。

2. [Configuration]メニューから[Prompted Setup Options][Prompted Setup Options][Prompted Setup Options][Prompted Setup Options]を選択します。

� 図 6-15に示す[Prompted Setup Options]ダイアログボックスが
開きます。

図 6-15

3. [Non-Scripted Prompted Setup ([Non-Scripted Prompted Setup ([Non-Scripted Prompted Setup ([Non-Scripted Prompted Setup (非スクリプトの指示に従う設定非スクリプトの指示に従う設定非スクリプトの指示に従う設定非スクリプトの指示に従う設定)])])])]を選択します。

� [Scripted Prompted Setup]は下記の次の項(6-
44ページ)に説明してあります。

4. [OK]をクリックします。

5. [Main Window]の[Run a Program]をクリックします。
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6. [Production Window]から[Setup]、[Prompted Setup]の順にクリックします。

� [Teach Window]が開きます。

7. ディスペンス領域に障害物がないことを確認します。

8. [Next]をクリックして継続します。

これを済ませたらディスペンスヘッドが移動します。

� ディスペンスヘッドがホーム位置に達してから、サービスステーショ
ンの後ろの領域に移動します。

9. 指示に従って、パージステーションと計量ステーション内のプラスチック
製カップを交換します。

10. [Next]をクリックして継続します。

11. パージブーツがクリーンであることを確認し、必要に応じてブーツを交換
します。

� 必要であれば、パージブーツ交換の説明について取扱説明書の「保守
」の項をご覧ください。

12. [Next]をクリックして継続します。

これを済ませたらディスペンスヘッドが移動します。

13. 新しいニードルとシールドを取り付けます。
(シールドはディスペンス液冷却のためのオプションの機能です。)

14. [Next]をクリックします。

� [Needle Setup Parameters (ニードル設定パラメータ)]ダイアログボ
ックス で[Calculate Master Offsets]を選択している(図 6-1参照)場合は、
次に[Find Needle XYZ (ニードルXYZの検索)]手 順の実行 が準備され
ます。

� If  is selected in the [Needle Setup Parameters]ダイアログボ ックス
で[Valve Offsets]を選択している場合は、次に[Valve Offsets]手順の実
行が準備されます。

15. [Find Needle XYZ]か[Valve Offsets]のいずれかの作業を準備するために、
[Done]を クリックします。

� [Find Needle XYZ]の場合は、必要であれば本章の[Calculate Master
Offsets]の練習をご覧ください。

� [Valve Offsets]の場合は、必要であれば本章の[Valve Offsets]の練習
をご覧ください。

16. [Find Needle XYZ]または[Valve Offsets]の手順が完了したら、パージ
ステーションのバキューム機能を試験するよう要請されます。吸引力があ
るかどうかを調べるため、パージブーツ開口部に指をかざしてバキューム
を試します。

� 吸引力がない場合は、ノードソン
アシムテック(株)の技術サポートにご連絡ください。

17. [Next]をクリックします。

� [Operator Name (オペレータ名)]ダイアログボックスが開きます。

18. 自分の名前を入力します。
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19. [Next]をクリックします。

� 新しいシリンジを取り付けるかどうかを尋ねるダイアログボックスが
開きます。[Yes]と答える場合は次のステップに進み、[No]と答える場
合は手順27に進みます。

20. 要求されている液体情報をすべて入力します。

� [Thaw Time][Thaw Time][Thaw Time][Thaw Time]と[Lot Number][Lot Number][Lot Number][Lot Number]の情報については液体のパッケージに
入っている文書をご覧ください。

21. ご使用のシステムに液体残量センサーが装備されている場合は、[Enable Low[Enable Low[Enable Low[Enable Low
Fluid Check (Fluid Check (Fluid Check (Fluid Check (液体残量チェックを有効にする液体残量チェックを有効にする液体残量チェックを有効にする液体残量チェックを有効にする)])])])]機能を有効にします。

� [Boards After Low Fluid Sense[Boards After Low Fluid Sense[Boards After Low Fluid Sense[Boards After Low Fluid Sense
((((液体残量検知後の基板数液体残量検知後の基板数液体残量検知後の基板数液体残量検知後の基板数)])])])]は、運転が一時停止し
シリンジを交換する前に塗布可能な推定基板数です。詳細はオンライ
ンヘルプをご覧ください。

22. [OK]をクリックします。

これを済ませたらディスペンスヘッドが移動します。

� シリンジ設置のためにディスペンスヘッドがディスペンス領域正面中
央に移動します。

23. シリンジを交換します。

� シリンジ交換の説明についてはご使用のバルブの説明書をご覧くださ
い。

24. [Next]をクリックします。

これを済ませたらディスペンスヘッドが移動します。

25. ディスペンスヘッドがパージステーションに移動し、[Flow Rate Calibration
(流量校正)]の準備をします。

26. 画面上の指示に従います。

これで[Prompted Setup]の練習を終わります。
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Scripted Prompted Setup (スクリプトに従う設定スクリプトに従う設定スクリプトに従う設定スクリプトに従う設定)

[Prompted Setup]は、特定の設定必要条件を満たすよう [Scripted Prompted Setup]に
カスタマイズできます。FmNTには、本生産設定に使用したり、独自のスクリプト
を作成したりできる、いくつかの事前にプログラムされたバルブ特有のスクリプト
に従う設定手順が含まれます。

�注記注記注記注記 独自のスクリプトの指示に従う設定を作成するための詳

細はオンラインをご覧ください。

スクリプトのスクリプトのスクリプトのスクリプトの[Prompted Setup]を実行するにはを実行するにはを実行するにはを実行するには:

1. [Main Window]の[Configuration]をクリックします。

2. [Configuration]メニューから[Prompted Setup Options][Prompted Setup Options][Prompted Setup Options][Prompted Setup Options]を選択します。

� 図 6-15の[Prompted Setup Options]ダイアログボックスが開きます。

3. [Scripted Prompted Setup][Scripted Prompted Setup][Scripted Prompted Setup][Scripted Prompted Setup]を選択します。

� FmNTにはいくつかのバルブ特定のスクリプトに従う設定手順が含ま
れます。異なったスクリプトファイルの選択方法についてはオンライ
ンヘルプをご覧ください。

4. [OK]をクリックします。

5. [Main Window]で[Run a Program]をクリックします。

6. [Production Window]で[Setup]をクリックします。

7. [Prompted Setup]をクリックします。

� 図 6-16のスクリプトされた[Prompted Setup]ダイアログボ ックスが
開きます。
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図 6-16

8. 画面上の指示に従います。必要であればオンラインヘルプをご覧ください。

� リストされている順で各ステップを実行する必要があります。

� [Scripted Prompted Setup]を使用すると、手順の各ステップを一つずつ
実行することも、最初から最後までまとめて実行することも可能とな
ります。

� [Scripted Prompted Setup]は、カスタマイズされたスクリプトファイ
ルを実行することもできます。詳細はオンラインヘルプをご覧くださ
い。

�注記注記注記注記 デュアルアクションやデュアルブラケットのディスペンスヘッドがあ
る場合は、2つ目のバルブを選択し、[Scripted Prompted
Setup]を再度 実 行する必要があります。

これで[Scripted Prompted Setup]の練習を終わります。
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Manual Setup (手動設定手動設定手動設定手動設定)

随時実行できるいくつかの手動操作があります。それらは[Manual Setup]にリス
トされています。

 [Manual Setup]オプションを表示するにはオプションを表示するにはオプションを表示するにはオプションを表示するには:

1. [Main Window]で[Run a Program]をクリックします。

2. [Setup]をクリックします。

3. ドロップダウンメニューにリストされている設定オプションを見ます。

� どの設定オプションも、オプション名をダブルクリックして個別に実
行できます。

[Manual Setup]の練習を終わります。
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